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２０１７年７月No. １８４一 人 は 万 人 の た め に 万 人 は 一 人 の た め に

組 合 員 数
出資金総額

5,785 名
176,875,000 円 7

　調布支部は組合員の介護保険についての認識を調査するためにこの２０１７年３
月、アンケート調査を行いました。組合員宅一軒一軒を訪問し、そのうち１２５人
の組合員から回答がありました。
　調査の結果、介護保険制度については半数の人が不満と答えています。理由には、
保険料、利用料金が高い、制度がだんだん悪くなる、将来必要なサービスが受けら
れるか不安などを上げています。一方、介護制度を利用している人は満足、ほぼ満
足が６割、制度が不十分ながらも役に立っていると考えています。
　また、介護制度の利用方法について、知っている人は６割、しかし特養ホームの
利用が介護度３以上になったことについては半数の方が知らないと答えています。

（任海千衛、理事・調布支部常任運営委員）

医療生協だより医療生協だより
（１人平均出資金額 30,574 円）

隔月発行：編集ー広報委員会

の

わ
が

組合員
アンケ

ート
調布支

部が

全
日
本
民
医
連
で
は
、
政

府
の
「
介
護
保
険
制
度
改

革
の
動
き
に
対
し
て
、
改

革
の
標
準
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
要
介
護
１
・
２
の

利
用
者
を
対
象
に
、
本

人
・
世
帯
の
介
護
や
生

活
の
現
状
と
、
そ
の
も

と
で
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

下
げ
や
利
用
料
負
担
の

実
施
さ
れ
た
場
合
に
ど

の
よ
う
な
影
響
・
困
難

が
生
じ
る
か
、
全
国
の

民
医
連
の
事
業
所
に
よ

び
か
け
、
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

事
例
紹
介
の
一
部
か
ら

■
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
利
用
で
限
度
額
い
っ

ぱ
い
。
手
す
り
は
生
活

保
護
費
を
や
り
く
り
し

て
自
費
で
レ
ン
タ
ル
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の

意
見

〇
介
護
保
険
料
、
利
用
料
が
高
い
。

〇
年
々
介
護
保
険
制
度
が
悪
く
な

り
将
来
が
不
安
で
す
。

〇
今
は
介
護
の
利
用
料
を
払
え
る

が
、
将
来
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
か
不
安
で
す
。

〇
介
護
保
険
制
度
が
維
持
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

〇
ケ
ア
マ
ネ
の
対
応
が
不
適
切
で

す
。

〇
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
労
働
者

の
待
遇
改
善
が
必
要
。

〇
福
祉
予
算
を
増
や
し
て
、
安
心

で
き
る
老
後
を
め
ざ
し
て
ほ
し

い
。

〇
制
度
の
仕
組
み
自
身
が
わ
か
り

づ
ら
い
。

〇
安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
制
度

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

介
護
困
難
８
０
０
事
例
か
ら
み
る
介
護
保
険
制
度
の
問
題
点

―
全
日
本
民
医
連
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

制度の見直しによって「予測される影響・困難」

介護保険についてのアンケート活動に取り組んで

順 生活援助のみ利用（100 事例） ％
１ 日常の家事の支障 88.0
２ 状態や病状の悪化 66.0
３ 会話・コミュニケーション機会の減少 51.0
４ 家族の介護負担の増大 38.0
５ 生活全般に対する意欲の低下 30.0

■
年
金
は
月
７
万
円
、
サ

ー
ビ
ス
の
ど
の
ひ
と
つ
が

欠
け
て
も
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
に
。

■
夫
婦
合
わ
せ
て
生
活
保

護
水
準
ぎ
り
ぎ
り
の
年

金
。
利
用
料
が
上
が
る
と

生
活
費
を
削
る
こ
と
に
。

■
右
麻
痺
・
狭
心
症
あ
り
、

調
理
や
掃
除
な
ど
ヘ
ル
パ

ー
の
支
援
は
生
活
上
欠
か

せ
な
い
。

■
94
歳
の
夫
と
同
居
。
夫

に
収
入
は
な
く
妻
の
年
金

だ
け
で
家
計
を
や
り
く

り
。
施
設
に
入
所
す
る
金

銭
的
余
裕
は
な
い
。

■
就
労
し
な
が
ら
娘
が
介

護
、「
支
援
が
な
く
な
る

と
仕
事
を
や
め
な
け
れ
ば

な
く
な
る
の
で
は
と
考

え
て
し
ま
う
。」

■
認
知
症
が
進
行
、
家

事
全
般
が
困
難
で
体
調

管
理
難
し
い
。
総
合
事

業
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
ま
ね
く
。

■
基
準
額
を
２
千
円
超

え
て
利
用
料
が
２
割
に
。

ヘ
ル
パ
ー
の
入
浴
介
助

と
デ
イ
ケ
ア
を
減
ら
す
。

■
認
知
症
で
見
守
り
が

必
要
。
支
援
な
し
で
は

夫
婦
共
倒
れ
の
リ
ス
ク

が
大
き
い
。

■
在
宅
で
の
生
活
が
し

だ
い
に
大
変
に
。
特
養

が
選
択
肢
と
な
る
が
要

介
護
２
の
ま
ま
で
は
入

所
は
困
難
。

●介護保険の申請手続き

だいたい
知っている

家族と自宅
で過ごす

一人で
過ごす

知っている

わからない

介護施設利用

年金貯蓄

足りない

年金のみ

不 満

無回答

ほぼ満足

満 足 1.6

その他 11.2

無回答 10.4

46.4

38.4

22.4

38.4

17.6

45.0
36.8

11.2

52.0
24.0

22.4

15.2

●介護保険制度について

● 老 後 の 生 活

●介護が必要になったとき
満 足

無記入 4.0無記入

医療生協の組織現勢 （2017 年 6 月 26 日現在）

近
年
の
国
会
で
は
、
多
数
の

法
「
改
正
」
を
一
つ
に
束
ね
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
十
分
に

議
論
せ
ず
短
時
間
で
成
立
さ

せ
る
や
り
方
が
「
常
態
化
」

し
て
い
る
▼
５
月
26
日
に

「
現
役
並
み
所
得
者
」
に
３

割
の
利
用
料
を
押
し
付
け
る

「
介
護
保
険
法
等
改
悪
案
」

が
成
立
さ
せ
ら
れ
た
が
、
長

期
療
養
病
床
の
削
減
・
廃
止

を
前
提
と
す
る
介
護
医
療
院

の
新
設
、「
自
立
支
援
」
の

名
で
の
給
付
削
減
、
目
的
と

役
割
が
異
な
る
介
護
と
障
害

者
福
祉
を
同
一
事
業
所
に
担

わ
せ
る「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」

の
創
設
な
ど
も
同
時
に
成
立

さ
せ
ら
れ
た
▼
６
月
15
日
に

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
が

成
立
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ

は
２
７
７
も
の
犯
罪
を
一
括

し
て
従
来
の
刑
法
体
系
か
ら

切
り
離
し
て
、
い
わ
ば
戦
前

の
「
治
安
維
持
法
」
と
同
じ

法
体
系
に
移
す
も
の
で
「
何

を
す
る
と
罪
に
問
わ
れ
る

か
」
さ
え
論
議
さ
れ
な
い
ま

ま
で
の
成
立
と
な
っ
た
▼
国

民
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

問
題
を
一
つ
に
束
ね
て
押
し

つ
け
る
や
り
方
は
「
強
行
採

決
」
に
よ
っ
て
「
常
態
化
」

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は

生
活
と
権
利
を
守
る
国
民
の

力
を
強
め
、
他
方
で
与
党
自

体
の
政
治
力
・
論
戦
力
と
権

威
を
著
し
く
破
壊
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
▼
い
ず
れ
与

党
は
そ
れ
を
思
い
知
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。（
鈴
）

介護保険制度をもっと
充実してほしい

熱心に討議、調布支部総会



（２）２０１７年７月 医療生協だより No. １８４

介
護
保
険
の
今
と

こ
れ
か
ら

―
武
蔵
野
支
部

　

６
月
24
日
（
土
）、
北
多

摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合
第
33
回
通
常
総
代
会
が

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
代
会
で
は

四
つ
の
議
案
す
べ
て
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

若
松
洋
理
事
長
の
開
会

挨
拶
に
つ
づ
き
、
来
賓
と

し
て
武
蔵
野
三
鷹
高
齢
期

運
動
連
絡
会
監
事
の
北
山

征
一
様
が
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
高
木
広
明
専

務
理
事
か
ら
16
年
度
活
動

の
ま
と
め
、
17
年
度
の
活

動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
度
は
在

宅
医
療
を
積
極
的
に
強
め

た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
改

善
が
大
き
く
す
す
み
、
１
・

５
１
６
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
医
師
会

を
は
じ
め
、
近
隣
の
病
院
・

介
護
事
業
所
と
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
健

康
づ
く
り
を
中
心
に
班
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
等
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
は
医
療
・

介
護
の
改
悪
で
厳
し
い
情

勢
の
中
、
役
職
員
の
奮
闘

で
３
・
０
０
０
万
円
の
黒

字
を
達
成
す
る
こ
と
、
仲

間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り

の
課
題
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
、
居
場
所
づ

く
り
や
支
部
活
動
の
強
化

で
「
地
域
の
困
っ
た
」
を

相
談
・
解
決
す
る
仕
組
み

づ
く
り
等
の
課
題
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
特

別
提
案
と
し
て
「
北
多
摩

中
央
の
理
念
・
行
動
指
針
」

に
つ
い
て
報
告
、
今
後
一

年
間
か
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
、

支
部
会
議
の
場
で
大
い
に

議
論
す
る
こ
と
な
ど
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
今

こ
そ
日
本
国
憲
法
を
守
り
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
支
え

る
取
組
を
強
め
ま
し
ょ
う
」

の
特
別
決
議
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
討
論
で
は
６
つ

の
指
定
発
言
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

①
前
原
支
部
・
池
谷
孝
子

総
代
、
②
上
連
雀
北
支
部
・

水
落
正
鋭
総
代
、
③
調
布

支
部
・
片
平
正
夫
総
代
、

④
み
な
み
う
ら
生
協
診
療

所
・
渡
邉
事
務
長
、
⑤
介

護
相
談
室
・
阿
部
由
紀
子

理
事
、
⑥
調
布
支
部
・
鈴

木
彰
総
代

　

総
代
会
で
は
３
人
以
上

仲
間
増
や
し
し
た
組
合
員

（
10
人
）
に
対
す
る
顕
彰
及

び
毎
月
班
会
を
開
催
し
、

１
人
以
上
仲
間
増
や
し
の

成
果
を
あ
げ
た
７
つ
の
班

に
対
し
、
記
念
品
と
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

仲
間
増
や
し
３
人
以
上

拡
大
表
彰
者
（
敬
称
略
）

〔
小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク
〕

小
林
貞
夫
、
池
谷
孝
子
、

高
江
洲
正
子
、
阿
部
ま
り

子〔
三
鷹
ブ
ロ
ッ
ク
〕

野
宮
佳
子
、
渡
辺
豊
子

〔
調
布
支
部
〕

小
田
井
文
栄
、
相
川
隆
司
、

片
平
正
夫
、
任
海
千
衛

毎
月
班
会
開
催
、
仲
間

増
や
し
成
果
表
彰
班

〔
小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク
〕

健
康
サ
ロ
ン
班（
南
支
部
）、

は
な
み
ず
き
太
極
拳
班（
東

支
部
）

〔
三
鷹
ブ
ロ
ッ
ク
〕

脳
ト
レ
体
操
班
（
上
連
雀

健康、平和を守り、
いのち輝く社会をつくろう!

北
支
部
）、
子
育
て
班
、
牟

礼
・
団
地
班
（
以
上
牟
礼
・

北
野
支
部
）

〔
調
布
支
部
〕

自
彊
術
班
、
た
こ
ふ
班

新
役
員
体
制

理
事
長
・
若
松
洋
（
再
）

専
務
理
事
・
高
木
広
明（
再
）

常
務
理
事
・
岡
崎
圭
子（
再
）

〃　

柳
沢
浩
二
（
再
）

〃　

富
永
智
一
（
再
）

理
事
・
阿
部
ま
り
子
（
再
）

〃　

阿
部
由
紀
子
（
再
）

〃　

伊
東
昇
子
（
再
）

〃　

岩
井
美
香
（
再
）

〃　

岩
井
美
代
子
（
再
）

〃　

上
杉
ア
ヤ
子
（
再
）

〃　

小
笠
原
彰
一
（
新
）

〃　

小
沢
宏
作
（
新
）

〃　

小
川
正
（
再
）

〃　

川
村
誠
一
（
再
）

〃　

桐
山
ま
き
（
再
）

〃　

栗
原
寿
子
（
再
）

〃　

斉
藤
文
清
（
再
）

〃　

斉
藤
優
（
再
）

〃　

堺
田
耕
（
再
）

〃　

曽
田
定
（
再
）

〃　

任
海
千
衛
（
再
）

〃　

三
輪
絹
子
（
再
）

〃　

渡
邉
博
（
新
）

監
事
・
矢
澤
順
行
（
再
）

〃　

萩
原
泰
宏
（
新
）

〃　

橋
本
昇
（
再
）

退
任
理
事
紹
介

今
回
の
総
代
会
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
る
理
事
の
お
二

人
で
す
。
長
い
間
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

前
理
事
・
勢　

壮
史
（
４

期
８
年
）

前
理
事
・
千
葉　

睦
（
４

期
８
年
）

「
大
腸
が
ん
博
士
に
な
り

ま
し
た
！
」
と
組
合
員
の

喜
び
の
声
で
す
。
５
月
30

日
、
小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク
が

主
催
す
る
大
腸
が
ん
の
学

習
会
は
17
名
が
集
ま
り
、

吉
沢
医
師
の
自
己
紹
介
で

和
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

共
に
介
護
を
学
び
あ
い
・

励
ま
し
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
宰
す
る
藤
原
る
か
さ

ん
を
講
師
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

藤
原
さ
ん
は
現
在
も
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
一
日
中
働

い
て
お
忙
し
い
中
、
武
蔵

野
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
武
蔵
野
市
の
総
合
事

業
に
つ
い
て
も
及
び
、
介

護
の
現
場
か
ら
見
た
高
齢

者
の
価
値
観
・
生
き
抜
く

判
断
の
連
続
が
生
活
。
そ

し
て
今
後
増
え
続
け
る
認

知
症
の
対
応
、
施
設
入
所

利
用
時
・
在
宅
で
の
介
護

の
費
用
等
も
例
に
挙
げ
ま

し
た
。
す
で
に
要
支
援
１
・

２
が
日
常
生
活
総
合
事
業

に
移
り
、
さ
ら
に
要
介
護

１
・
２
の
生
活
援
助
が
介

護
保
険
か
ら
外
さ
れ
る
こ

と
は
、
加
齢
に
よ
り
身
体

大
腸
の
役
割
や
大
腸
が

ん
の
原
因
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
５
年
の
期

間
を
経
て
、
腫
瘍
の
実
際

の
写
真
を
見
な
が
ら
、
進

行
の
度
合
い
を
確
認
す
る

こ
と
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
る

可
能
性
が
高
い
大
腸
が
ん

で
す
が
、
初
期
の
自
覚
症

状
は
ほ
と
ん
ど
な
い
為
、

大
腸
が
ん
検
診
を
定
期
的

に
受
け
る
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
受
診
す

る
に
あ
た
っ
て
の
コ
ツ
や

内
視
鏡
検
査
や
大
腸
に
関

す
る
疑
問
も
続
々
と
出
て
、

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。
吉
沢
医
師
も
黒
板
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
く
だ
り
、
内
容
の
濃

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

の
変
化
・
特
徴
を
軽
視
し
、

７
割
の
方
が
認
知
症
状
と

い
う
実
態
を
無
視
し
、
高

齢
者
の
生
活
援
助
は
在
宅

生
活
の
支
え
で
あ
り
重
篤

化
の
予
防
、食
生
活
、運
動
、

会
話
が
認
知
症
予
防
と
進

行
の
カ
ギ
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
７

５
０
０
万
人
の
保
険
料
徴

収
に
対
し
、
要
介
護
１
・

２
の
利
用
者
が
０
・
６
％

で
改
定
の
た
び
に
保
険
料

が
上
が
る
。
高
齢
者
と
そ

れ
を
支
え
る
家
族
の
問
題
・

地
域
に
浸
透
し
て
き
た
仲

間
と
の
連
帯
の
目
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
最
後
に
藤
原
さ

ん
の
「
人
類
初
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
武
蔵
野
支
部
支

部
長
小
川
正
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
教
室

に
30
名
の
組
合
員
・

住
民
が
参
加

―
前
原
支
部

私
の
住
ん
で
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
で
、
今
年
世
帯
数

の
１
割
以
上
に
あ
た
る
組

合
員
さ
ん
（
２
０
０
世
帯

中
26
世
帯
）
に
達
し
、
組

合
さ
ん
か
ら
の
要
望
も
あ

っ
て
久
し
ぶ
り
の
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
思

っ
た
よ
り
少
な
く
30
名
足

ら
ず
で
し
た
が
、
他
支
部

や
職
員
の
応
援
も
あ
っ
て

吉
沢
医
師
が
講
演

金
子
医
師
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス

全議案が承認された第３３回通常総代会

第33回
通常総代会ひらかれる

大
腸
が
ん
学
習
会

―
小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク

楽
し
く
家
庭
的
で
お
祭
り

気
分
で
し
た
。

初
参
加
の
方
が
半
数
以

上
で
し
た
の
で
非
常
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、「
こ
れ
か

ら
も
時
々
開
催
し
て
ほ
し

い
」
と
か
患
者
さ
ん
の
家

族
も
「
来
て
良
か
っ
た
」

と
言
っ
て
最
後
ま
で
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
む
さ
し
小
金
井
診

療
所
の
金
子
医
師
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
金
子
先
生

が
沖
縄
の
離
島
に
勤
務
し

て
い
た
頃
の
体
験
談
は
皆

さ
ん
楽
し
く
聞
き
ほ
れ
、

そ
の
後
の
「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
の
結
果
を
ひ
と
り
ず

つ
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、

愚
痴
ま
で
聞
い
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
先
生
の
帰
り

時
間
が
遅
く
な
る
の
を
私

は
内
心
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
す
っ
か

り
金
子
先
生
フ
ア
ン
に
な

り
金
子
先
生
の
診
察
日
な

ど
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
医
療
生
協
に
加

入
し
て
組
合
員
に
な
り
ま

し
ょ
う
」
と
薦
め
約
束
を

取
り
ま
し
た
。（
前
原
支
部

支
部
長
・
池
谷
孝
子
）
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前
回
は
私
が
「
健
康
づ
く

り
教
室
」
へ
の
参
加
の
お
誘

い
や
、
体
操
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
書
き
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
「
小
金
井
教
室
」
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
十
年

以
上
に
わ
た
っ
て
参
加
し
続

け
て
い
る
４
人
の
方
に
語
っ

て
貰
い
ま
し
た
。
よ
り
元
気

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿

を
感
じ
て
頂
け
る
で
し
ょ
う

か
。

〇
健
康
づ
く
り
教
室
の
仲
間

に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
十
数

年
。
お
陰
様
で
健
康
老
人
を

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
山
口

先
生
が
参
加
者
の
質
問
に
丁

寧
に
答
え
て
下
さ
り
、
ウ
ン

ウ
ン
・
ソ
ウ
ナ
ノ
・
ソ
ウ
ナ

ノ
と
笑
い
も
あ
り
な
が
ら
、

毎
回
和
や
か
な
グ
ル
ー
プ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私

は
先
生
の
教
え
を
夫
の
介
護

に
も
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い

き
感
謝
で
す
。（
岩
井
敬
子
）

〇
60
歳
近
く
に
な
っ
て
腰

痛
、
運
動
不
足
、
体
力
の
な

さ
を
感
じ
て
い
て
、
見
つ
け

た
の
が
こ
の
「
健
康
づ
く
り

教
室
」
で
し
た
。
入
会
し
て

み
る
と
同
年
代
以
上
の
方
々

が
多
く
い
て
、
音
楽
に
あ
わ

せ
て
う
ま
く
動
け
な
く
て

も
、
楽
し
く
や
る
こ
と
が
出

熱
中
症
と
は
高
い
温

度
の
環
境
で
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
温
の

調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、

時
に
は
亡
く
な
る
こ
と

も
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。

夏
の
暑
さ
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
病
気
で
、
大

半
の
方
が
夏
に
か
か
り

ま
す
。

高
齢
者
や
子
供
は
熱

中
症
に
な
り
や
す
く
、

薬
はなし
の熱

中
症
の
話

古
川
広
志 

本
町
薬
局
長

る
、め
ま
い
、た
ち
く
ら
み
、

生
あ
く
び
、
大
量
の
発
汗
、

筋
肉
痛
、
こ
む
ら
返
り
、

気
分
が
わ
る
い
、
ボ
ー
っ

と
す
る
な
ど
で
す
。

患
者
：
ど
ん
な
対
応
を
し

た
ら
良
い
の
？

薬
剤
師
：
ま
ず
涼
し
い
場

所
で
安
静
に
し
て
衣
服
を

弛
め
、
体
を
冷
や
す
。
そ

し
て
水
分
・
塩
分
の
補
給

で
す
。
既
に
意
識
が
な
い

場
合
や
痙
攣
し
て
い
る
、

真
っ
直
ぐ
歩
け
な
い
、
呼

び
か
け
の
返
答
が
お
か
し

い
、
何
と
な
く
意
識
が
い

つ
も
と
違
う
等
の
場
合
は

直
ち
に
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
意
識
が
な
い

時
に
無
理
に
水
分
摂
取
を

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

患
者
：
体
を
冷
や
す
方
法

は
？

薬
剤
師
：
タ
オ
ル
な
ど
を

一
巻
さ
せ
た
保
冷
剤
を
太

い
血
管
の
あ
る
首
筋
、
腋

の
下
、
足
の
つ
け
ね
に
当

て
た
り
、
体
に
水
を
ス
プ

レ
ー
し
扇
風
機
の
風
を
あ

て
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

本
町
薬
局
は
冷
水
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
外
出
中
に
熱

中
症
か
し
ら
と
思
っ
た
と

き
は
迷
わ
ず
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
冷
水
で
体
を

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
か
ら

お
帰
り
下
さ
い
。

来
て
い
ま
す
。
家
で
出
来
る

体
操
を
や
っ
た
り
、
月
２
回

の
教
室
で
す
が
、
腰
痛
で
通
院

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

（
矢
島
幸
恵
）

〇
毎
回
が
楽
し
み
で

す
。
体
操
が
終
わ
っ
た

後
の
体
が
軽
く
な
り
ほ

ど
よ
い
疲
れ
が
と
っ
て

も
快
適
で
す
。
ず
ー
と

続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
山
口
先
生
も
大

変
ス
テ
キ
な
方
で
嬉
し

い
で
す
。（
布
施
菊
代
）

〇＂
自
分
の
足
で
＂少
々

Ｏ
脚
気
味
、
美
し
く
な

い
年
代
も
の
の
膝
、
下

肢
静
脈
瘤
で
で
こ
ぼ
こ

の
青
筋
だ
ら
け
の
73
歳

目
前
と
、
こ
ん
な
足
で

す
が
有
難
い
こ
と
に
ま

だ
元
気
で
す
。
旅
行
、

音
楽
会
、
展
覧
会
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
自
然
の
中

へ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

患
者
：
熱
中
症
用
の
飲
み

物
を
自
宅
で
作
れ
る
と
聞

い
た
け
ど
？

薬
剤
師
：
水
１
L
に
砂
糖

大
さ
じ
４
杯
＋
塩
小
さ
じ

1
／
2
を
加
え
る
と
作

製
で
き
ま
す
よ
。
レ
モ
ン

水
を
入
れ
る
と
飲
み
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
C
M

で
お
馴
染
み
の
O
S
|  

1

を
準
備
し
て
お
く
の
も
良

い
で
す
ね
。

患
者
：
注
意
し
て
い
て
も

熱
中
症
に
な
る
か
ら
怖
い

わ
ね
。
何
を
ど
う
注
意
す

れ
ば
良
い
の
か
し
ら
？

薬
剤
師
：
熱
中
症
予
防
で

重
要
な
こ
と
は
、
①
侮
ら

な
い
、
②
疑
う
、
③
疑
う

べ
き
症
状
を
理
解
し
て
お

く
、
そ
し
て
④
自
分
の
体

や
疾
患
に
合
わ
せ
た
上
手

な
水
分
や
塩
分
の
補
給
で

す
。

患
者
：
③
の
疑
う
べ
き
症

状
と
は
？

薬
剤
師
：
日
本
救
急
医
学

会
の
熱
中
症
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
2
0
1
5
は
熱
中

症
を
重
症
度
別
に
３
つ
に

分
類
（
Ⅰ
度
：
軽
症
、Ⅱ
度
：

中
等
症
、
Ⅲ
度
：
重
症
）

し
て
い
ま
す
。
熱
中
症
を

重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に

は
Ⅰ
度
（
軽
症
）
の
状
態

で
早
期
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
疑
う
べ
き
主

な
症
状
は
手
足
が
し
び
れ

健康づくりで「健康寿命」
を伸ばそう

患
者
の
皆
様
の
要
望

に
こ
た
え
、

み
な
み
う
ら
生
協
診

療
所
の
改
修
計
画

等
々
自
分
の
「
足
」
で

歩
け
る
か
ら
出
来
る
こ

と
。
歩
け
る
と
い
う
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
が

行
動
と
な
っ
て
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

膝
や
腰
、
筋
力
に
故
障

や
不
安
が
あ
っ
て
も
大

丈
夫
。
ハ
ー
ド
で
は
な

く
難
し
く
も
な
く
、＂
ち

ょ
こ
っ
と
毎
日
＂
体
を

動
か
す
と
い
う
山
口
先

生
の
理
に
適
っ
た
ご
指

導
は
、
そ
れ
ら
の
改
善

と
健
康
維
持
に
ぴ
っ
た

り
で
す
。「
体
が
動
け
ば

気
持
ち
も
動
く
、
気
持

ち
が
動
け
ば
体
も
動
く
」

そ
れ
は
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

そ
ん
な
日
が
一
日
で
も

多
い
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

月
２
回
の
教
室
に
通
い

つ
つ
ち
ょ
こ
っ
と
運
動

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

＂
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
っ
て

ど
ん
な
あ
？
＂
ち
ょ
こ

っ
と
い
ら
し
て
み
て
下

さ
い
。
男
性
の
方
々
、

大
歓
迎
で
す
。（
高
村
正

子
）

医療の
はなし

医
師
　
角 

允
博

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

夏
に
は
熱
中
症
に
注
意
！

注
意
が
必
要
で
す
。
高

齢
者
は
体
温
を
調
節
す

る
機
能
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
暑
さ
に
気
づ
き

に
く
か
っ
た
り
汗
を
か

く
能
力
が
低
下
し
た
り
、

体
の
水
分
の
量
が
少
な

い
な
ど
の
原
因
で
熱
中

症
に
な
る
危
険
性
が
高

い
と
言
え
ま
す
。
子
供

も
体
温
を
調
節
す
る
機

能
が
発
達
し
て
い
ま
せ

ん
。
体
が
小
さ
い
た
め

環
境
の
変
化
を
受
け
や

す
く
、
腎
臓
の
働
き
も

大
人
と
比
較
し
て
弱
い

た
め
気
温
の
変
化
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
熱

中
症
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

熱
中
症
の
症
状
は
め

ま
い
、
気
分
不
快
感
、

頭
痛
、
吐
気
、
だ
る
さ
、

筋
肉
が
つ
る
な
ど
の
症

状
が
で
ま
す
。
重
症
に

な
っ
て
く
る
と
呼
び
か

け
に
反
応
が
な
い
、
手

足
が
う
ま
く
動
か
な
い
、

け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
が
見
ら
れ
た
と
き
の

対
応
と
し
て
、
涼
し
い

環
境
に
移
動
し
て
服
を

昨
秋
の
診
療
所
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
ふ
ま
え
、
み
な
み
う

ら
生
協
診
療
所
の
一
部

改
装
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
外
装
改
修
と
し
て

①
診
療
所
壁
面
及
び
屋

根
の
塗
装
②
看
板
を
見

や
す
い
も
の
に
す
る
③

脱
が
せ
て
体
を
冷
や
し
、

水
分
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
食
塩
水
な
ど
塩

分
の
入
っ
た
も
の
が
有

効
で
す
）
を
補
給
し
、

重
症
の
症
状
が
見
ら
れ

れ
ば
す
ぐ
に
病
院
へ
の

受
診
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め

に
は
①
暑
さ
を
避
け
る

工
夫
を
す
る
こ
と
。（
暑

さ
の
強
く
な
る
時
期
に

は
長
時
間
暑
い
と
こ
ろ

に
い
な
い
、
我
慢
せ
ず

冷
房
を
入
れ
る
、
風
邪

通
し
の
よ
い
服
を
着
る

な
ど
。）
②
こ
ま
め
に
飲

水
摂
取
を
行
う
こ
と
（
喉

が
乾
く
前
か
ら
の
水
分

補
給
を
し
ま
す
。）
③
暑

く
な
る
季
節
の
前
に
、
日
頃
か

ら
徐
々
に
熱
さ
に
慣
れ
る
体
作

り
を
す
る
こ
と
（
急
な
暑
さ
に

人
の
体
は
対
応
が
で
き
ま
せ

ん
。
や
や
暑
い
、
き
つ
い
と
感

じ
る
環
境
で
30
分
程
度
の
運
動

を
２
週
間
く
ら
い
で
体
は
慣
れ

て
き
ま
す
。）
④
皆
で
い
る
と

き
は
お
互
い
に
配
慮
す
る
こ
と

（
休
憩
時
間
を
お
互
い
に
取
る

よ
う
心
が
け
る
、
声
を
掛
け
合

う
こ
と
な
ど
。）
こ
れ
ら
の
対

策
が
熱
中
症
の
予
防
に
は
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
明

け
の
暑
く
な
っ
て
く
る
時
期
か

ら
増
え
て
く
る
、
熱
中
症
の
症

状
に
注
意
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

対
応
と
対
策
に
努
め
て
下
さ

い
。

裏
の
変
電
設
備
の
撤
去
、

内
装
改
修
と
し
て
美
観

を
整
え
る
た
め
の
①
処

置
室
壁
紙
の
張
替
え
②

処
置
室
床
の
張
替
え
③

処
置
室
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
、
④
ガ
ス
給
湯
器
更

新
⑤
照
明
故
障
部
分
の

交
換
な
ど
で
す
。
合
計

7
0
0
万
円
ほ
ど

の
費
用
が
か
か
る
計

算
で
す
。
夏
期
か
ら

秋
期
に
か
け
て
診
療

所
に
外
装
改
修
の
足

場
が
組
ま
れ
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま

す
。
改
修
中
も
診
療

は
通
常
通
り
行
な
い

ま
す
。（
み
な
み
う

ら
生
協
診
療
所
事
務

長
・
渡
邉
博
）

健
康
づ
く
り
教
室
講
師 

山
口
み
な
子

写
真
は
健
康
づ
く
り
三
鷹
教
室

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所
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◇ 

送
り
先
〒

184
ー
０
０
０
４

東
京
都
小
金
井
市
本
町
１
の
17

の
10

北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合
「
医
療
生
協
だ
よ
り
」
係

◇ 

締
め
切
り　

７
月
31
日
必
着

◇ 

発
表　
　

2
0
1
７
年
９

月
号

◇ 

前
回
正
解　
﹃
ケ
ン
ポ
ウ
キ

ネ
ン
ビ
﹄

◇ 

当
選
者
（
敬
称
略
）

小
金
井
市
▼
益
田
幸
子
、
田
村

和
子

三
鷹
市
市
▼
山
崎
三
知
恵

小
平
市
▼
浜
崎
真
砂
子

 

答
え
は
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
こ
と

本
紙
の
感
想
・
意
見
を
お
書

き
願
い
ま
す
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
若
干
名
の
方
に

Q
U
O
カ
ー
ド
（
五
百
円
）

を
送
り
ま
す
。

し
た

10
、
木
材
を
薄
く
平
ら
に

加
工
し
た
も
の
、
か
ま

ぼ
こ
の
下
に
あ
る
ね

11
、
将
棋
相
手
の
王
様
を

直
接
攻
め
る
手
の
こ

と
13
、
脱
水
症
の
治
療
の
た

め
診
療
所
で
こ
れ
を

し
て
も
ら
っ
た
よ

14
、
岩
石
の
多
い
、
海
の

波
打
ち
際
、
海
の
近
く

で
は
○
○
の
香
り
が

す
る
よ

16
、
材
木
を
蓄
え
て
お
く

と
こ
ろ
、
江
戸
で
は
深

川
が
有
名
で
し
た

17
、
短
期
間
で
金
持
ち
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
、

将
棋
で
敵
陣
に
入
っ

た
駒
が
金
に
な
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
つ

い
た
と

タ
テ
の
カ
ギ

１
、
油
断
は
失
敗
の
原
因

で
あ
る
と
い
う
こ
と

２
、
石
の
○
○
に
も
三
年

３
、
鈍
感
の
反
対
は

４
、
運
び
入
れ
る
こ
と
、

５
、
北
の
方
に
あ
る
国
や

地
方
の
こ
と
、
生
協
の

班
会
で
「
○
○
○
○
の

春
」
に
合
わ
せ
て
体
操

を
し
ま
し
た

９
、
物
事
の
切
羽
詰
ま
っ

た
場
面
の
こ
と
、
最
後

の
場
面
の
こ
と

11
、
年
取
っ
た
男
、
お
じ

い
さ
ん
の
こ
と
、
老
人

の
尊
敬
語

12
、
乗
車
券
、
１
か
月
、

３
か
月
な
ど
の
も
の

が
あ
る

15
、
短
気
は
○
○
気

第
11
回
理
事
会
報
告

５
月
25
日
開
催

︻
報
告
事
項
︼

・ 

４
月
度
月
次
報
告
︵
経
常

利
益
▲
２
・
６
２
４
千
円
︶

・ 

２
０
１
７
年
度
夏
季
一
時

金
回
答
に
あ
た
っ
て

・ 

決
済
事
項
﹁
年
金
切
り
下

げ
違
憲
訴
訟
﹂
の
公
正
判

決
を
求
め
る
要
請
署
名
︵
全

日
本
年
金
者
組
合
︶

︻
審
議
事
項
︼

・ 

第
33
回
通
常
総
代
会
議
案

最
終
確
定

・ 

総
代
会
運
営
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
当
日
の
任
務
分
担

在宅医療の相談を
お受けしています
○自宅での療養を希望され
る方
○外来への通院が困難な方
○必要時には入院の手配や各
専門機関へ紹介いたします。

む さ し 小 金 井 診 療 所
電話 042 － 382 － 9111
みなみうら生協診療所
電話 0422 － 48 － 4121

に
つ
い
て

・ 

各
事
業
所
の
年
間
ま
と
め

と
新
年
度
方
針
案

・ 

協
立
医
師
協
同
組
合
か
ら

の
融
資
申
請
に
つ
い
て
３

１
・
２
０
０
千
円

・ 

４
月
度
加
入
・
脱
退
の
件

第
12
回
理
事
会
報
告

６
月
12
日
開
催

︻
報
告
事
項
︼

・ 

東
京
民
医
連
理
事
会
関
連

報
告

・ 

２
０
１
７
年
度
夏
季
一
時

金
回
答
１
・
２
５
か
月

・ 

決
済
事
項

行
事
保
険
・
福
祉
活
動
保
険

８
４
・
０
２
９
円
︑
洗
濯

機
︵
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
︶
６
１
・
２
０
４
円

︻
審
議
事
項
︼

・ 

第
33
回
通
常
総
代
会
第
３

号
議
案
役
員
選
任
の
件
確

認
・ 

総
代
会
特
別
決
議

・ 

総
代
会
準
備
に
つ
い
て

・ 

５
月
度
加
入
・
脱
退
の
件

昨
年
度
、
三
鷹
市

で
は
年
１
回
の
無

料
検
診
で
大
腸
が

ん
検
診
を
希
望
す

る
場
合
は
、
５
０

０
円
の
負
担
が
課

せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
金
井
市
の
よ
う

に
期
間
限
定
で
の

無
料
化
な
ど
も
考

え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。︵
三

鷹
市
・
女
性
︶

金
子
医
師
の
﹁
認

知
症
﹂
の
お
話
は

的
を
得
ま
し
た
。

最
近
私
も
物
忘
れ

が
多
く
な
り
ま
し

た
。
人
の
名
前
が
、

漢
字
が
思
い
出
せ

な
い
等
々
集
中
力

の
衰
え
を
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。
金

子
医
師
の
①
社
会

参
加
、
②
食
事
、

③
運
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
つ
い
て
私

も
日
頃
か
ら
努
力

し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
く
こ
と
に
確

信
を
持
ち
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
日
野
市
・
女
性
︶

﹁
認
知
症
﹂
に
関

し
て
は
、
本
当
に

他
人
事
で
は
な
く

最
大
の
関
心
事
で

す
。﹁
社
会
参
加
﹂

﹁
食
事
﹂﹁
運
動
﹂

の
記
事
は
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し

た
。
何
と
か
努
力

し
て
、
若
者
た
ち

に
負
担
を
か
け
ぬ

様
頑
張
る
た
い
と

思
い
ま
す
。︵
小

金
井
市
・
女
性
︶

在
宅
医
療
期
待
し

て
い
ま
す
。︵
三

鷹
市
・
女
性
︶

ヨ
コ
の
カ
ギ

１
、
６
月
か
ら
62
円
に
値

上
げ
さ
れ
ま
し
た

６
、
小
判
の
よ
う
な
形
、

オ
ー
バ
ル
、

７
、
他
人
の
答
案
や
隠
し

持
っ
た
メ
モ
な
ど
を

盗
み
見
す
る
行
為

８
、
炭
を
団
子
状
に
か
た

め
た
も
の
、
子
供
の
こ

ろ
暖
房
に
使
っ
て
ま

理
事
会
だ
よ
り

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
枠
内
の
文
字
を
順
に
な
ら
べ
て
く
だ
さ
い

薬 剤 師 募 集

どの医療機関の処方せんも扱います
いつでも気軽に相談できる まちの薬局

小金井市本町１の１９の２ 電話 042（383）3515
本 町 薬 局

連雀通り薬局
三鷹市下連雀７の１の２６ 電話 0422（70）6326

診 療 あ ん な い

往診（新名）

月

内科（榮）

内科（榮）

内科（榮）
（第 2.4）

内科・小児科
（金子／第 1.3.5）

内科（榮）

内科（榮）

内科（榮）

内科（榮）

内科（榮）

内科（榮）

内科・小児科
（金子/第2.4）

糖尿（谷口）

内科・小児科
（金子）

カメラ
（橋本）

整形外科
（土岐）

水 金火 木 土

午前
９時～12時

※エコー検査は予約により実施しています。 ※土曜日は医師が交代する場合があります

みなみうら生協診療所 TEL  0422－48－4121  三鷹市下連雀7－1－27

午後
2時～4時

夜間
5時～7時

むさし小金井診療所
月

往診（喜瀬）

内科（三浦）

内科・小児科
（富永） 内科・小児科

（金子） 内科・小児科
（金子）

内科・小児科
（富永）

内科・小児科
（富永）

内分泌・代謝
（西條）

内分泌・代謝
（西條）

内科・小児科
（富永）

内科・小児科
（富永）

往診（金子）
往診（金子）往診（白戸）

往診（富永）

内科（白戸）

富永
（第1・3・4・5）

金子（第2 ）

水 金火 木 土

午前
９時～12時

TEL  042－382－9111  小金井市本町1－15－9

午後
2時～4時

夜間
5時～7時

往診

往診（金子）

往診（金子）

★月曜午後の診療は休診です。
診療変更・休診
のお知らせなど

往診（富永）

往診（角）

内科（角） 往診（富永）

内科・リウマチ
（白戸）

内科（吉沢）

往診（白戸）

内科（吉沢）

（金子/第1.3.5）
（榮 /第2.4）

往診
（榮/第2.4）

◆のがわ訪問看護ステーション
〒 184-0004 小金井市本町１－ 15 －９
 ☎ 042-386-8311Fax. 042-386-8307
◆のがわ介護相談室
〒 184-0004 小金井市本町１－ 15 －９
 ☎ 042-386-6330Fax. 042-386-8307
◆デイサービスこがねい
〒 184-0004 小金井市本町１－ 15 －９
 ☎ 042-382-5519Fax. 042-382-5519
◆ケアセンターのがわ
〒 184-0004 小金井市本町１－ 10 －５
 ☎ 042-381-4471Fax. 042-381-4479

介
護
事
業
所
案
内
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